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Abstract 
In Thailand, Buddhism has always had a close relation with alternative development practices 
including fair trade, that is called in Thai “a trade based on dhamma (Buddhist truth or law).” The 
1970s and 1980s saw an intertwined development of thought and practice in line with “socially 
engaged Buddhism,” as an alternative to fading Marxist movement. Some Buddhist monks and lay 
intellectuals formulated new Buddhist ideas which tried to address various social problems caused 
and aggravated by a rapid modernization of the society. In poor villages, “development monks” devised 
and practiced a variety of innovative ideas for rural development, in order to narrow a widening gap 
between urban and rural economy. Sharing wealth among community members on a basis of Buddhist 
virtues (asceticism and compassion) was among key features in both practices on the village level and 
abstract theories. Existing theories and practical experiences on alternative rural development 
provided an intellectual and practical basis for the following development of organic agriculture and 
fair trade movement, which expanded in Northeast Thailand from the 1990s. Today, after more than 
20 years since the first fair trade rice was exported from the region, there are a number of organic rice 
producer groups, which mainly regard fair trade certification as a mere convenient measure to have an 
access to the niche market in Europe and USA. While most business-oriented organic farmers seems to 
have forgotten the original vision of fair trade and organic farming, some farmers launched “moral rice 
project,” which aims at returning to Buddhist origin of organic agriculture, at the same time creating 
an alternative market channel to domestic urban consumers.  
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しかし筆者が 2010 年代に入ってタイ東北部における有機ジャスミン米2）の FT の調査を行
                                                          
1) ラーオ語については箕曲在弘氏（東洋大学）のご教示による。ただしラーオ語ではティー（thii）がぬ
けおちてカーンカー・ペンタム（kaan khaa pen tham）と表現されることが多いという。 
2) ジャスミン米とは，タイ産の高級香り米の総称である。国際市場で高値で取引されるようになったた            
め，1980 年代から東北部での生産が急拡大した。 
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った段階では，そうした仏教的価値観はむしろ後景に退き，かわって有機米生産のビジネスと










をあてたものである［Bechetti et al. 2009; Nitiphong and Charuk 2007; Manas and Prasit 









研究がいくつもあるが［Seri 1988; 西川・野田編 2001; 櫻井 2008; Ito 2012; Pinit 2012; 岡








                                                          
3) 本稿のもととなったフィールド調査は，2012 年 3 月，11 月，2013 年 9 月，10-11 月，2014 年 10 月







図 1 タイ東北部と調査地 
出典：筆者作成 
 
II  タイにおけるオルタナティブな開発の思想と仏教思想 

























































を論じるなかで，自由貿易に対立する概念として FT に言及している［Sulak 2003: 291］。し
かしここではまず，FT が本格的に登場する以前にプッタタート，パユットによってそれぞれ
著された，仏教と経済社会の関係を論じた二つの著作［Buddhadasa 1986; Payutto 1994］を







相互依存の関係にあるということである（「縁起思想」）［Buddhadasa 1986: 58-59; Payutto 



































































3  有機農業と仏教思想 
タイで有機農業が注目を集めるようになったのは化学肥料や農薬の過剰な使用を前提とす
る輸出向け換金作物生産の問題点が明らかになってきた 1980 年代のことである。1980 年代半





有機農業（kaseet insii）という言葉が定着した。1991 年ころにはバンコクの NGO 活動家を
中心にオルタナティブ・アグリカルチャー・ネットワーク（AAN，Alternative Agriculture 
Network，khruea khaai kaseettrakam thaang lueak）が設立され，持続可能な農業を求めて
全国各地で有機農業運動を組織するようになる。こうした運動の農村部での拠点のひとつが，
のちにとりあげる東北部のスリン県やヤソトン県であり，それがのちに有機米の FT へと発展
していった［Withuun ed. 1996; Aarat 2013: 12-22］。 
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6)  このプラウェートの思想に直接影響されたものかどうかは不明だが，ピニット［Pinit 2012: 
204-205］によれば，東北タイのある開発僧が 1992 年から仏教農業中学校（roongrian mathayom 
phutkaseet）という学校を運営するプロジェクトを始めている。 
7)  筆者によるスリン県の有機農家ならびに，有機農業の研究者であるスリヤ・チャナチャイ（Suriya 




 次に東北タイのスリン県ならびにヤソトン県で展開してきた有機ジャスミン米の FT を事例
に，開発僧や仏教的思想が果たした役割についてみてみたい。 
 
III  フェアトレード・有機農業運動と開発僧 
1  スリン県の事例9） 
























必要だと説いていたという［セーリー 1994: 173-174］。 
9)  以下の記述はピッタヤー［1993］，野崎［1995, 2001］，泉［2003］，セーリー（Seri）［1988］，アー
ラット（Aarat）［2013: 29-32］ならびにナーン和尚（2012 年 11 月 7 日）らスリン・ファーマーズ・
サポート（Surin Farmers Support）の草創期に関わった人々への筆者のインタビューによっている。
スリン県における有機米の FT の 2001 年以降の発展過程については，Tsuruta and Suriya［2014a］
を参照されたい。 




















住民が「友好のコメ作り（tham naa krachap mit）」と称して稲作を行い，生産されたコメを
他村の組合に贈呈し支援するという村を越えた交流が生まれた。 
こうして開発に必要なコメや資金をあつめるため，ナーン和尚は伝統的な村人のタンブンの






同組合店舗（1982 年）と貯蓄組合（1985 年）をターサワーン村に設立した。 
そのころはまた外部から農村開発に関わるさまざまな NGO 組織や活動家が農村に入ってき
た時期でもあった。こうした外部の活動家の支援のもとに，1980 年代なかばころ，ナーン和尚





業や自然農法である。スリン県では 1980 年代後半から 1990 年代にかけて県内のあちこちに有
機農業を実践する農民自身のグループが生まれる。これらの農民グループは，SFS とともに
1987 年ころからコメの共同販売のためのネットワークを作り販路を探していた。当初は NGO
のネットワークを通してバンコクなどで販売されていたが，1991 年にスイスの NGO である











2  ヤソトン県の事例11） 
スリン県の近隣のヤソトン県は，スリン県とならんで FT 用の有機ジャスミン米の栽培が盛
んな地域である。ヤソトン県に数ある有機米生産組合のうちネイチャー・ケア・ソサエティ
（NCS, Nature Care Society, chomrom rak thammachaat）は最も古いもののひとつである。
その起源のひとつに 1983 年に伝統的な薬草の知識を活用するために同県クッチュム郡の病院
の医者の協力をえて設立された伝統医協会がある。1984 年から NGO の支援により「自立のた
めの薬草利用プロジェクト」がはじまり，メンバー農家が畑に薬草などを植えるようになる。
                                                          
10) こうしてナーン和尚の活動が地理的に拡大していくにつれて，拠点とするターサワーン村の住民と
ナーン和尚の関係は逆に冷え込んでいったようである。ピニット［Pinit 2012: 189, 228-230］によ









始まった有機農業や FT のビジネス化の流れとも並行している。 
11)   以下の記述で NCS に関する部分は，同団体の創設者のひとりソムワン・シーマンタ（Somwang 
Siimanta）氏へのインタビュー（2012 年 3 月 13 日および 11 月 9 日，2013 年 9 月 12 日）ならび
にナンティヤー（Nuntiya）［1998: 3］に依っている。NCS および後述のナムオーム・グループの
詳細については［Tsuruta and Suriya 2014b］を参照せよ。 




くる。1990 年，有機農業と農家の自立の推進のために NCS がたちあげられ，コメの共同出荷
へむけた模索が始まる。1991 年に NCS は精米所を建設し，有機米の生産と輸出に徐々に軸足
を移していくことになる。当初はスリン県で活動するナーン和尚とも NGO のネットワークを





















上記ヤソトン県の農民組合 NCS から派生してきた興味深い動きに「道徳米（khaaw 
khunnatham）」プロジェクトがある。これは NCS の創設者であり中心メンバーでもあったウ
ィチット（Wicit）氏が，NCS の所在地からそれほど遠くない生まれ故郷のヤソトン県パーテ
                                                          
12) ナムオーム・グループの内部資料による。 
13)  以下の記述は，引用文献を明示した箇所以外は，道徳米プロジェクトを創始したウィチット・ブン
スーン（Wicit Bunsuung）氏への筆者のインタビューによっている（2013 年 9 月 11 日，2014 年














ACT（国際的には IFOAM）の認証をうける。2006/2007 年には 108 人の生産者が加入したが，
1 年後に「道徳米」の基準に達したのはわずか 38 名だった。2012 年現在では戒律を維持し有
機米生産をしている農家が 119 世帯と大幅に増え，その生産圃場（「非暴力平和地区（kheet 
sangop santi ahingsaa）」とよばれる）は約 1,970 ライに達した14）。ヤソトン県以外にも多数
の道徳米生産者がおり，近隣のアムナートチャルーン，ムクダハーン，ウボンラーチャタニー，











タリーフィルム制作会社のブラパーTV である。ブラパーTV ではおそらく 2010 年ころから「稲
作農民支援のためのコメを食べる人のネットワーク（khrueakhaai khon kin khaaw 
kueakuun chaawnaa）」を設立し，賛同者を募って「道徳米」を共同購入する事業を始めた。
消費者と生産者が直接的に結びつき，生産者が決めた値段を消費者が前払いすることによって
                                                          
14) 以上の生産者数などの数値は道徳米プロジェクトのホームページ［Moral Rice (online) n.d.］による。
なお面積単位の 1 ライは約 0.16ha に相当する。 
































                                                          
15)  以上のサクーン村に関する記述は曹洞宗ボランティア会『シャンティ』1994 年増刊冬号の特集記事





































クト (online) 2007］。 
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